
地域主権改革の断固実現を求める緊急声明

本日、鳩山総理大臣は、民主党両院議員総会で総理大臣辞任の意

向を示された。総理は「もともと国が上で地域が下にある社会はお

かしい。むしろ地域の方が主役になる日本にしていかねばならない。

日本の政治は根底から変わる。地域の皆さんが思い通りの地域をつ

くることができる。」との思いを語られた。

この言葉に、地域主権改革の理念を強く感じるものであるが、

現在、国会では地域主権関連３法案が審議中であり、また、今後の

改革の具体的な道筋を示す地域主権戦略大綱（仮称）も今月末策定

を目途に鋭意検討が進められている最中である。

我々は総理の辞任によって、地域主権改革の歩みが一刻も止まる

ことがあってはならないと考えている。

それだけに、与野党ともに賛意を示している地域主権関連３法案

の今国会成立はもとより、今後、政府与党は、新たな総理大臣の下、 
地域主権改革の実現に向け、全力をあげて、取り組みを進めること

を強く求めるものである。
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